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白井大師 第3番 富塚・西輪寺

 
１ 名称 (No.003)〔大11：西林寺〕〔昭63：西輪寺〕〔平08：西林寺〕〔平17：西輪寺〕 

２ 場所 白井市富塚905 西輪寺 

折立・来迎寺から道程約1,310m 

GPS座標 35.812119241214816, 140.03442143221375 

３ 由緒 天台宗 急雨山 圓乗院 西輪寺 

富塚村字上にあり 急雨山圓乗院と號し天台

宗にして泉倉寺末なり 阿彌陀如来を本尊と

す 由緒不詳 檀徒44人 境内佛堂一宇あり即 

一  太子堂 聖徳太子を本尊とす(印旛郡誌） 

明治6年に富塚尋常小学校が西輪寺本堂を教

場として開校、明治21年まで小学校に供用されていました。当寺太子堂の本尊聖徳太子立像は

室町時代の作とされ、白井市有形文化財に指定されています。（「猫の足あと」ＨＰより） 

４ 御堂 大師堂の中に丸彫の御大師様が２体あり。 

御詠歌の額が２つあり、右に24番、左に55番が掲げられているので御大師様も右が東葛印旛大 

師第24番、左が同大師第55番ということでしょう。 

５ 境内 東葛印旛大師第24番・第55番、白井七福神（福禄寿）、太子堂には白井市指定文化財の 

「木造聖徳太子立像」がある。銀杏の黄葉がきれい。 

６ 写真 （2023.11撮影） 
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７ 情報  

(1) 四国八十八ヶ所 第3番 金泉寺 御詠歌 

極楽の 宝の池を 思えただ 黄金の泉 澄みたたえたる 

高野山真言宗 亀光山(きこうざん) 釈迦院 金泉寺(こんせんじ)  

本尊 釈迦如来 （徳島県板野町） 

(2) 四国八十八ヶ所 第24番 最御崎寺 御詠歌(東葛印旛大師第24番） 

明星の 出(いで)ぬる方の 東寺 暗き迷は などかあらまじ 

真言宗豊山派 室戸山(むろとざん) 明星院(みょうじょういん)  

最御崎寺(ほつみさきじ) 本尊 虚空蔵菩薩 （高知県室戸市） 

(3) 四国八十八ヶ所 第55番 南光坊 御詠歌 (東葛印旛大師第55番) 

このところ 三島に夢の さめぬれば 別宮とても おなじ垂迹 

真言宗御室派 別宮山(べっくさん) 金剛院 南光坊(なんこうぼう)  

本尊 大通智勝如来（愛媛県今治市） 

(4) 木造聖徳太子立像（白井市指定有形文化財） 

西輪寺太子堂に伝わる木造聖徳太子立像（もくぞうしょうとくたいしりゅうぞう）

は南北朝時代、14世紀の制作と考えられます。その体は複数のヒノキの部材を

漆で貼り合わせる寄木造という制作方法で作られ、目にはガラスを使って像を

生き生きとさせる玉眼という手法が使われています。 

本像の聖徳太子は少年の姿をしています。これはいくつか種類のある太子像

の中でも「孝養太子像（きょうようたいしぞう）」と呼ばれ、聖徳太子が16才の頃、父用明天皇の病

の治癒を願う姿とされています。 

富塚地区には「村雨丸伝説」という伝説が残され、江戸時代には本像が篤い信仰を集めてい

たことで知られています。本像は当地の太子信仰を伝える作例であり、また、市内に残る唯一

の中世太子像です。（白井市ＨＰより） 

 

  


